
はじめに

筆者らは，成体の組織に存在する自己複製する細胞，

成体型組織幹細胞に焦点を当て，精巣をモデルにこの１０

年間研究を行ってきた．成体型組織幹細胞は，個体の一

生涯続く機能的な分化細胞産生の維持に必須である．加

えて，生殖細胞の特徴は，次世代に遺伝子情報を正確に

伝達するとともに，個体の生存に不利となる遺伝子情報

伝達の可能性のある配偶子形成細胞の選択を行い，不利

益をもたらす配偶子形成細胞を生存させないという働き

も兼ね備える．また，逆に，入った変異が個体の生存に

対して有利な特性を持てば，この変化をもった個体を産

生し，その形質が次の世代へ受け継がれる可能性もある．

本総説では，前半は成体型組織幹細胞と iPS・ES 細胞に

代表される胎児型多能性幹細胞とを比較解説し，後半は

筆者が中心に研究を行っている精巣の幹細胞システムを

特にエピジェネティクスの視点から解析した結果につい

て述べたい．

胎児型多能性幹細胞 vs 成体型組織幹細胞

幹細胞は大きく２つに分けられる．一つ目は再生医療

でマスコミを賑わせることが多い ES 細胞に代表される

胎児型多能性幹細胞，二つ目は大人の組織にわずか（多

くの組織で０．０１％程度）に存在すると言われている成体

型組織幹細胞である（図１）．iPS 細胞は，誘導型多能

性幹細胞であるが，その特性は，胎児型多能性幹細胞と

ほぼ同じであるため，この総説では一括して，胎児型多

能性幹細胞として称する．胎児型多能性幹細胞は，高い

増殖能，内，中，外の三胚葉への分化能を特徴とする．

胎児の胚盤胞内部細胞塊から樹立された胎児型多能性幹

細胞が ES 細胞であるが，他に極めて近似な胎児型多能

性幹細胞が生殖細胞から得られることも明らかとなって
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要 旨：iPS 細胞の出現により，再生医療への期待が益々高まり，日常的に幹細胞ということばをよ

く耳にするようになった．幹細胞は，このような iPS 細胞，ES 細胞に代表される胎児型多能性幹細

胞以外に，成体の中に個体の一生涯諸臓器の構成細胞のホメオスタシスを保つために存在する幹細胞

があり，こちらは成体型組織幹細胞と，区別して呼ばれている．幹細胞は，分裂時に自分と同じ未分

化な細胞を産生するという“自己複製能”を最大の特徴とし，分化細胞を補充する必要があれば分裂

し娘細胞を産生することにより，諸臓器の機能単位を維持している．上記２つの幹細胞は，自己複製

能を持つことは共通しているが，それ以外の細胞の性格はかなり異なる．前者は，短期間に高い増殖

能を示し，内胚葉，中胚葉，外胚葉の三胚葉成分に分化する能力を持つが，後者は，増殖能が低く，

ある細胞系譜に既に運命決定付けされて，その細胞系譜の構成細胞のみを再構築可能である．私ども

は精巣の幹細胞システムをモデルに成体型組織幹細胞がどのようなメカニズムで幹細胞の分化制御を

行っているのか知る目的で，主にエピジェネティクスの視点から精巣幹細胞の振る舞いを解析してき

た．本総説では，胎児型，成体型の２つの幹細胞の特性に触れながら，精巣の幹細胞システムの最近

の知見について議論したい．
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